
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

一

号

三
菱
電
機
に
よ
る
防
衛
省
等
へ
の
過
大
請
求
に
つ
い
て
の
会
計
検
査
院
の
報
告
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

�

井

英

勝
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三
菱
電
機
に
よ
る
防
衛
省
等
へ
の
過
大
請
求
に
つ
い
て
の
会
計
検
査
院
の
報
告
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
衛
隊
の
装
備
品
や
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
が
運
用
す
る
偵
察
衛
星
（
情
報
収
集
衛
星
）
の
調
達
や
開
発
・
製
造
を
め

ぐ
っ
て
、
三
菱
電
機
と
そ
の
子
会
社
等
の
合
計
五
社
は
防
衛
省
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
等
に
対
し
、
工
数
を
付
け
替
え
る
方
法
で
過
大
な
請
求
（
水
増
し
請
求
）
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。
防
衛
省
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
等
は
、
三
菱
電
機
を
は
じ
め
過
大
請
求
を
行
っ
た
企
業
に
対
し
指
名
停

止
の
措
置
や
競
争
参
加
資
格
の
停
止
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

会
計
検
査
院
は
参
議
院
の
要
請
を
受
け
、
会
計
検
査
院
法
に
基
づ
い
て
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
中
間
的
な
報
告
書
を
十
月
二

十
五
日
に
公
表
し
た
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。
な
お
、
金
額
は
円
単
位
で
、
年
は
西
暦
で
表
記
さ
れ
た
い
。

（
一
）

本
年
三
月
一
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
発
注
者
が
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め
さ
え
す
れ

ば
、
三
菱
電
機
と
他
四
社
は
防
衛
省
と
随
意
契
約
や
再
委
託
の
形
に
よ
り
業
務
を
請
け
負
う
こ
と
が
可
能
で
、
指
名
停

止
の
措
置
が
実
効
あ
る
措
置
に
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
点
を
質
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第

一
一
〇
号
）
は
、
「
防
衛
省
に
お
い
て
は
、
指
名
停
止
期
間
中
の
三
菱
電
機
及
び
関
係
四
社
を
指
名
競
争
入
札
及
び
一

一



般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
ず
、
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
随
意
契
約
の
相
手

方
と
せ
ず
、
さ
ら
に
、
契
約
の
相
手
方
が
業
務
の
一
部
を
三
菱
電
機
及
び
関
係
四
社
に
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

も
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
（
中
略
）
他
の
事

業
者
と
異
な
り
、
指
名
停
止
等
の
措
置
の
期
間
中
の
三
菱
電
機
や
関
係
四
社
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
相
手
方
及
び
再
委

託
先
か
ら
最
大
限
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
名
停
止
等
の
措
置
は
実
効
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と

答
え
て
い
る
。

他
方
、
会
計
検
査
院
は
報
告
書
（
以
下
、
報
告
書
と
略
）
の
中
で
「
防
衛
省
は
、
指
名
停
止
中
の
契
約
に
つ
い
て
、

代
替
品
や
代
替
会
社
の
有
無
を
精
査
し
た
結
果
、
代
替
の
調
達
手
段
が
な
く
、
か
つ
、
指
名
停
止
中
の
会
社
と
の
契
約

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
限
定
し
て
締
結
し
た
と
し
て
い
る
が
、
結

果
的
に
、
三
菱
電
機
と
の
間
で
指
名
停
止
後
の
�
か
月
間
に
直
近
年
度
の
契
約
金
額
計
の
�
割
を
超
え
る
額
の
契
約
を

締
結
し
て
い
る
こ
と
は
、
指
名
停
止
等
の
措
置
が
契
約
相
手
方
に
と
っ
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
な

い
と
思
料
さ
れ
る
。
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

政
府
は
現
在
も
三
菱
電
機
等
に
対
す
る
指
名
停
止
等
の
措
置
は
、
「
実
効
性
が
あ
る
も
の
」
と
考
え
て
い
る
の
か
。

二



そ
の
理
由
と
と
も
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
二
）

指
名
停
止
や
競
争
参
加
資
格
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
企
業
で
も
、
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
場
合
か
。

（
三
）

報
告
書
は
、
防
衛
省
と
指
名
停
止
中
に
お
け
る
三
菱
電
機
と
の
契
約
実
績
が
、
本
年
六
月
末
ま
で
で
件
数
に
し
て
百

五
十
二
件
、
金
額
で
千
百
十
八
億
四
千
三
百
八
十
六
万
円
余
り
に
上
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に

七
月
以
降
、
本
日
ま
で
を
加
え
る
と
防
衛
省
と
指
名
停
止
中
の
三
菱
電
機
の
契
約
件
数
は
合
計
何
件
で
、
金
額
は
合
計

で
い
く
ら
に
な
る
か
。

ま
た
、
本
日
ま
で
の
右
の
契
約
に
つ
い
て
、
①
契
約
日
、
②
調
達
機
関
名
、
③
契
約
件
名
、
④
契
約
し
た
業
務
の
概

要
、
⑤
契
約
金
額
（
円
単
位
）
、
⑥
契
約
方
式
（
一
般
競
争
で
あ
れ
ば
、
応
札
者
名
も
）
、
⑦
契
約
を
行
わ
な
け
れ
ば

「
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
」
と
判
断
し
た
「
重
大
な
支
障
」
と
は
具
体
的
に
何
な
の
か
、
契
約

別
に
答
え
ら
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
契
約
の
う
ち
、
二
〇
一
一
年
度
の
一
般
会
計
第
三
次
補
正
予
算
や
今
年
度
の
東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
会
計
予
算
に
よ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
旨
を
併
記
さ
れ
た
い
。

三



（
四
）

報
告
書
は
同
様
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
競
争
参
加
資
格
停
止
中
の
三
菱
電
機
と
の
間
で
二
十
四
件
、
十
三
億
千
五
百
万
円

あ
ま
り
の
契
約
実
績
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
七
月
以
降
、
本
日
ま
で
を
加
え
る
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と

競
争
参
加
資
格
停
止
中
の
三
菱
電
機
の
契
約
件
数
は
合
計
何
件
で
、
金
額
は
合
計
で
い
く
ら
に
な
る
か
。

ま
た
、
本
日
ま
で
の
右
の
契
約
に
つ
い
て
、
①
契
約
日
、
②
契
約
件
名
、
③
契
約
し
た
業
務
の
概
要
、
④
契
約
金
額

（
円
単
位
）
、
⑤
契
約
方
式
（
一
般
競
争
で
あ
れ
ば
、
応
札
者
名
も
）
、
⑥
競
争
参
加
資
格
停
止
中
に
三
菱
電
機
と
契

約
し
た
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
を
契
約
別
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
五
）

報
告
書
は
、
三
菱
電
機
が
防
衛
省
と
の
間
の
契
約
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
契
約
や
民
需
に
係
る
契
約
で
も
工

数
の
付
け
替
え
等
を
、
遅
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
か
ら
行
っ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
工
数
の
付
け
替
え
の
状
況

に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

工
数
デ
ー
タ
を
集
計
、
管
理
す
る
「
工
数
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
一
九
九
〇
年
ま
で
は
、
課
員
が
紙
に
記
録

し
た
実
績
工
数
を
課
長
が
書
き
換
え
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
こ
と
。
工
数
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
後
は
、
課
長

が
課
員
に
指
示
し
て
工
数
管
理
シ
ス
テ
ム
に
実
際
の
工
数
で
は
な
い
目
標
工
数
を
入
力
さ
せ
た
り
、
課
長
が
ア
ク
セ
ス

権
限
を
有
す
る
工
数
デ
ー
タ
を
上
書
き
し
て
修
正
す
る
た
め
の
「
工
数
修
正
専
用
端
末
」
を
使
用
し
、
課
員
が
入
力
し

四



た
工
数
デ
ー
タ
を
目
標
工
数
に
書
き
換
え
た
り
し
て
い
た
こ
と
。
各
課
長
は
課
員
に
指
示
し
て
、
実
際
の
工
数
で
な
い

目
標
工
数
を
工
数
管
理
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
せ
た
り
、
過
去
の
工
数
を
実
績
工
数
と
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
。
実
績
工

数
が
目
標
工
数
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
下
回
っ
た
分
に
実
績
工
数
が
目
標
工
数
を
上
回
っ
た
他
の
契
約
か
ら
工
数
の

一
部
を
付
け
加
え
て
い
た
こ
と
。
情
報
収
集
衛
星
の
研
究
・
開
発
に
関
わ
る
宇
宙
部
門
で
は
、
工
数
の
付
け
替
え
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
、
技
術
、
品
質
、
製
造
部
門
の
関
係
課
長
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
こ

と
。
課
長
級
以
上
の
所
長
や
副
所
長
も
工
数
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
、
等
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
三
菱
電
機
の
過
大
請
求
の
手
法
は
組
織
的
で
巧
妙
、
悪
質
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
指
名
停
止

等
の
措
置
を
三
菱
電
機
に
と
っ
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
十
分
に
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
全
容
が
解
明
さ
れ
過
大
請

求
し
た
金
額
が
す
べ
て
国
庫
に
返
還
さ
れ
る
ま
で
は
、
例
外
を
設
け
ず
に
三
菱
電
機
と
の
間
の
契
約
は
や
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

（
六
）

本
年
二
月
一
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
八
号
）
で
は
、
防
衛
省
退
職

者
の
三
菱
電
機
へ
の
再
就
職
者
数
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
か
ら
二
〇
一
二
年
二
月
ま
で
の
間
に
百
四
十
四
人
い
る
こ
と
が

五



示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
月
十
六
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
七
六

号
）
で
は
、
防
衛
省
以
外
の
国
家
公
務
員
の
三
菱
電
機
へ
の
再
就
職
者
数
は
わ
ず
か
三
人
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
は
自
衛
隊
の
装
備
品
受
注
件
数
と
金
額
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
三
菱
電
機
と
防
衛
省
と
の
間
の
癒
着
関

係
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
三
月
一
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
過
大
請
求
の
調
査
に
際
し
て

元
防
衛
省
職
員
の
三
菱
電
機
等
へ
の
再
就
職
者
の
関
与
も
対
象
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
質
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
答
弁

書
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一
一
〇
号
）
は
、
「
現
時
点
で
、
お
尋
ね
の
「
防
衛
省
退
職
者
の
関
与
」
に
つ
い
て
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

防
衛
省
は
発
注
先
か
ら
の
過
大
請
求
等
の
不
正
行
為
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
契
約
上
、
監
査
を
受
け
る
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
三
菱
電
機
へ
の
数
多
く
の
防
衛
省
退
職
者
の
再
就
職
を
例
に
、
監
査
対
象
が
天
下
り
を
受

け
入
れ
る
構
図
を
指
摘
し
、
「
な
れ
合
い
関
係
が
防
衛
省
の
監
査
を
甘
く
さ
せ
た
要
因
で
は
な
い
か
」
と
い
う
会
計
検

査
院
幹
部
の
発
言
を
紹
介
し
て
い
る
報
道
（
本
年
十
月
二
十
六
日
付
、
毎
日
新
聞
）
や
、
「
防
衛
省
に
よ
る
定
期
調
査

や
監
査
は
、
事
前
に
三
菱
電
機
と
日
程
な
ど
を
調
整
し
て
い
た
た
め
、
専
用
端
末
の
存
在
を
明
か
さ
ず
、
不
用
意
な
発

言
を
し
な
い
幹
部
に
応
対
さ
せ
て
発
覚
を
逃
れ
て
い
た
」
と
い
う
報
道
（
同
日
付
、
産
経
新
聞
）
も
あ
る
。

六



防
衛
省
と
三
菱
電
機
と
の
癒
着
も
観
点
に
、
防
衛
省
退
職
者
の
三
菱
電
機
へ
の
再
就
職
者
の
関
与
や
、
三
菱
電
機
社

員
（
元
職
含
む
）
の
防
衛
省
在
籍
者
の
関
与
も
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
改
め
て
問
う
。
ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て

も
、
そ
の
関
与
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

（
七
）

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
防
衛
省
に
お
け
る
過
大
請
求
は
、
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま

で
（
い
ず
れ
も
発
覚
時
）
に
十
九
件
発
覚
し
、
国
庫
へ
の
返
還
金
額
は
約
千
二
百
十
九
億
円
で
あ
る
。
同
じ
く
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
に
お
い
て
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
（
同
）
に
、
四
件
の
過
大
請
求
が
発
覚
し
、
返
還
金
額
は
約
六

十
八
億
円
で
あ
る
。
過
去
の
過
大
請
求
の
発
覚
の
た
び
に
防
衛
省
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
再
発
防
止
策
を
講
じ
て
き
た
と
し
て

い
る
が
、
今
般
、
三
菱
電
機
等
か
ら
も
過
大
請
求
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
不
正
事
案
が
繰
り
返
し
続
い
て
い
る
。
こ
の
根

本
問
題
は
何
で
、
そ
の
根
絶
の
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


